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(百万円未満切捨て)
１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 1,006,081 9.0 193,921 7.7 141,867 12.0

2021年３月期第３四半期 922,610 △18.6 180,024 △17.4 126,613 △17.8
(注)包括利益 2022年３月期第３四半期134,567百万円( 63.9％) 2021年３月期第３四半期 82,088百万円( △4.3％)

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 378.76 378.52

2021年３月期第３四半期 338.05 337.84

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 63,770,975 2,789,000 4.3
2021年３月期 63,368,573 2,722,556 4.3

(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 2,759,867百万円 2021年３月期 2,693,760百万円
(注)１.「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分)を期末資産の部合計で除

して算出しております。
なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２.(表示方法の変更)に記載の通り、デリバティブ取引の資産及び負債の表示方法を変更しており、2021年３月期
の連結財務諸表の組替えを行っております。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 ― 75.00 ― 75.00 150.00
2022年３月期 ― 80.00 ―
2022年３月期(予想) 80.00 160.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

親会社株主に帰属する当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 円 銭

通 期 155,000 9.0 413.80
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動
(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、【添付資料】Ｐ.６「３．四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 375,291,440株 2021年３月期 375,291,440株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 717,917株 2021年３月期 745,818株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 374,559,057株 2021年３月期３Ｑ 374,541,365株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
結果は様々な要因により大きく異なる可能性があります。当社の財政状態及び経営成績や投資者の投資判断に重
要な影響を及ぼす可能性がある事項については、本資料のほか、有価証券報告書、ディスクロージャー誌をはじ
めとした当社の公表済みの各種資料の最新のものをご参照ください。
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四半期連結財務諸表及び主な注記

１．四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

現金預け金 18,488,763 19,013,866

コールローン及び買入手形 8,766 6,000

買現先勘定 160,268 164,645

債券貸借取引支払保証金 727,689 636,116

買入金銭債権 892,309 749,736

特定取引資産 962,849 790,006

金銭の信託 12,223 17,253

有価証券 6,983,483 7,544,028

貸出金 30,506,968 30,604,585

外国為替 25,396 29,759

リース債権及びリース投資資産 695,172 686,963

その他資産 2,936,013 2,484,214

有形固定資産 228,180 224,078

無形固定資産 112,303 123,963

退職給付に係る資産 231,165 244,636

繰延税金資産 14,459 15,046

支払承諾見返 511,782 554,392

貸倒引当金 △129,223 △118,319

資産の部合計 63,368,573 63,770,975

負債の部

預金 33,467,678 33,243,466

譲渡性預金 7,160,594 7,885,500

コールマネー及び売渡手形 60,675 41,973

売現先勘定 1,628,440 1,526,849

特定取引負債 850,660 699,647

借用金 5,782,602 6,557,143

外国為替 577 903

短期社債 2,545,049 2,649,800

社債 1,545,605 1,927,721

信託勘定借 4,915,208 4,075,205

その他負債 2,035,474 1,680,900

賞与引当金 18,460 10,436

役員賞与引当金 219 3

株式給付引当金 532 656

退職給付に係る負債 13,752 14,123

ポイント引当金 18,945 19,656

睡眠預金払戻損失引当金 4,138 3,825

偶発損失引当金 1,633 1,653

繰延税金負債 81,594 85,724

再評価に係る繰延税金負債 2,388 2,388

支払承諾 511,782 554,392

負債の部合計 60,646,016 60,981,975
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

資本金 261,608 261,608

資本剰余金 576,114 576,114

利益剰余金 1,581,096 1,655,207

自己株式 △2,815 △2,719

株主資本合計 2,416,003 2,490,211

その他有価証券評価差額金 329,429 319,148

繰延ヘッジ損益 △44,926 △47,610

土地再評価差額金 △6,739 △6,739

為替換算調整勘定 4,000 8,655

退職給付に係る調整累計額 △4,007 △3,797

その他の包括利益累計額合計 277,756 269,656

新株予約権 1,024 1,014

非支配株主持分 27,772 28,118

純資産の部合計 2,722,556 2,789,000

負債及び純資産の部合計 63,368,573 63,770,975
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２．四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

経常収益 922,610 1,006,081

信託報酬 75,859 82,442

資金運用収益 266,608 276,747

（うち貸出金利息） 206,247 195,193

（うち有価証券利息配当金） 47,459 69,544

役務取引等収益 277,424 326,517

特定取引収益 10,437 38,885

その他業務収益 259,272 210,066

その他経常収益 33,007 71,421

経常費用 742,585 812,159

資金調達費用 110,385 78,490

（うち預金利息） 36,992 21,840

役務取引等費用 85,889 101,084

特定取引費用 192 ―

その他業務費用 192,400 205,276

営業経費 316,076 322,051

その他経常費用 37,640 105,256

経常利益 180,024 193,921

特別利益 14 464

固定資産処分益 14 464

特別損失 819 1,518

固定資産処分損 476 504

減損損失 343 1,014

税金等調整前四半期純利益 179,219 192,867

法人税、住民税及び事業税 46,495 39,552

法人税等調整額 4,644 10,807

法人税等合計 51,139 50,359

四半期純利益 128,080 142,508

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,466 640

親会社株主に帰属する四半期純利益 126,613 141,867
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 128,080 142,508

その他の包括利益 △45,992 △7,940

その他有価証券評価差額金 △52,783 △9,759

繰延ヘッジ損益 794 △3,074

為替換算調整勘定 △246 2,179

退職給付に係る調整額 6,041 203

持分法適用会社に対する持分相当額 200 2,510

四半期包括利益 82,088 134,567

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 80,594 133,767

非支配株主に係る四半期包括利益 1,493 799
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３．四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の処理）

一部の連結子会社の税金費用は、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算

定しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第３四

半期連結累計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この変更が四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下、「時価算定会計基準」とい

う。)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第８項に従いデリバティブ取引の時価

算定における時価調整手法について、市場で取引されるデリバティブ等から推計される観察可能なインプットを

最大限利用する手法へと見直ししております。当該見直しは時価算定会計基準等の適用に伴うものであり、当社

は、時価算定会計基準第20項また書きに定める経過措置に従い、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな

会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を当第３四半期連結累計期間の期首の利益剰余金に反映しておりま

す。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の特定取引資産が7,127百万円減少、その他資産が8,105百万円減

少、繰延税金資産が3,948百万円増加、特定取引負債が1,061百万円減少、その他負債が1,277百万円減少、利益

剰余金が8,945百万円減少、１株当たり純資産額が23円88銭減少しております。

（表示方法の変更）

（デリバティブ取引の時価評価による金融資産と金融負債の表示方法）

従来、「特定取引資産」及び「特定取引負債」並びに「その他資産」及び「その他負債」に計上しているデリ

バティブ取引に関し、金融商品会計に関する実務指針に定める要件を満たす取引についてそれぞれ相殺して表示

しておりましたが、デリバティブ取引に係る担保の有無による信用リスクを適切に表示するため、第１四半期連

結会計期間よりデリバティブ取引の時価評価による金融資産と金融負債は、原則通り総額で表示する方法に変更

しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表に表示しておりました「特定取引資産」433,766百万円は962,849

百万円、「その他資産」2,260,399百万円は2,936,013百万円、「特定取引負債」321,576百万円は850,660百万

円、「その他負債」1,359,860百万円は2,035,474百万円と表示しております。
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